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日日本本のの病病院院でで働働くく中中国国人人看看護護師師のの今今後後のの就就労労意意思思とと職職務務上上のの困困難難にに関関すするる 
実実態態調調査査 

――日日本本ででのの看看護護経経験験年年数数別別のの比比較較――  

A Survey on the Intention to Continue Working and the Occupational Challenges Faced by Chinese 

Nurses in Japanese Hospitals: A Comparison by Years of Nursing Experience in Japan 

 

楊玉春 1)・畠中香織 2)・髙橋慧 1)・清水安子 1)   

Yuchun Yang1), Kaori Hatanaka2), Kei Takahashi1), Yasuko Shimizu1)   

 

 

要 旨 
目目的的：日本での看護経験年数の違いによる、中国人看護師の今後の就労意思と職務上の困難の特徴を明

らかにする。 
方方法法：日本の看護師免許を取得し、日本の病院で勤務している中国人看護師を対象に、自記式アンケー

トを紙媒体と Web で実施した。属性・今後の就労意思と職務上の困難に関して、研究者が作成した 12
項目を用い、記述統計とカイ二乗検定で分析した（有意水準 p＜.05）。 
結結果果：199人のデータを分析対象とした。今後の就労意思では、2年以上 3年未満で最も低かったが、3
年以上の群は再び増加した。中国に戻って働きたいと考える人の割合は、3年以上 4年未満で 6割以上
と最も高く、4 年以上の群では、勤務年数が長くなるほど減少した。職務上の困難では、3 年未満群が
「患者・家族とのコミュニケーション」「看護記録」「日本文化の理解」が困難と考える割合が日本での

経験年数 3年以上の群に比べて有意に高かった。 
結結論論：日本での看護経験 2年以上〜4年未満は、日本で働く中国人看護師の就労意思が変化する「分岐
点」の可能性がある。日本での看護経験が浅い中国人看護師への継続的な教育と多面的支援が重要であ

る。 
 

キーワード：中国人看護師、就労意思、職務困難 

Keywords：Chinese nurses, intention to continue working, occupational difficulties  

 
 
Ⅰ．．緒緒言言 
日本の 2006 年の規制改革・民間開放推進計画

によって、外国の学校養成所を卒業した者、又は、

外国で免許を得た者が厚生労働省の受験資格の

認定により、日本の看護師国家試験を受験できる

ようになった 1）。2010 年以降は、日本の看護師
免許を取得した者について、雇用期間の制限を受

けずに就労することが可能となった 2）。それ以前

は、研修を目的とした滞在が主であり、活動内容

や在留期間に厳しい制限が設けられていた。こう

いった法的整備により、民間の仲介業者が、中国

をはじめとするアジア人看護師を日本の病院に

紹介した結果、中国人看護師も日本の病院で就労

可能となった。中国人看護師は、母語に漢字を使

用する文化圏出身という共通点もあり、他国出身

の外国人看護師と比較して、日本の看護師国家試

験の合格率が高い（75％～95％）ことが指摘され
ており 3）、日本の看護師免許を取得して、日本の

病院で働く中国人看護師は増加傾向にある。正確

な人数は把握されていないが、石川 4）は「法務省

の在留資格統計の 2018年 12月より、『医療』で
滞在している中国人の約 1500 人の内、大半が看
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護師として就労していると推測される」と述べて

いる。その 2年半後の 2021年 6月の統計では、
『医療』で滞在している中国人は 1913人であり、
看護師の就労者もさらに増加していることが予

想される 5）。 
移民看護師や国際看護師に関する研究では、出

身国以外で働く看護師が、患者からの拒否や職場

での孤立・排除的態度を経験していることが明ら

かにされている 6）。また、ホスト国で勤務する外

国出身看護師の中には、キャリアを構築したいと

望んでいても、言語の壁や職場環境などの要因に

より、それが困難となり、結果として、専門的技

能の低下を経験する場合もあったと指摘されて

いる 7)。こうした状況の中で、移民看護師や国際

看護師にとって、ホスト国での継続勤務は、大き

な課題 8）とされる一方で、同僚からのサポートが

外国出身看護師の職場適応を促進することも明

らかとなっている 9）。 

 日本で働く中国人看護師を対象にした研究 10）

では、中国人看護師の来日の動機はキャリア形成、

日本への憧れ、地理的な帰国のしやすさなどが明

らかであるが、病院赴任直後には、患者やその家

族、同僚とのコミュニケーションや、看護記録記

載の課題、日本の文化への戸惑いなどといった問

題に直面している 11-12）。加えて、日本人の実地

指導看護師が中国人看護師に指導する際の困難
13）、職場変更時の再適応の課題 14）も示されてい

る。その一方で、1年目の看護師に比べて 3年目
以降では、中国人看護師の臨床実践能力、文化的

能力、一部のコミュニケーション能力の改善がみ

られた 15）とする研究結果もある。 
これまでの日本で働く中国人看護師に関する

研究では、個別の体験やエピソードに焦点を当て

た質的研究が中心であり、病院で働く多くの中国

人看護師に幅広く調査を展開し、その実態を量的

に把握する試みは限られている。今回は、それら

を鑑み、日本で働く中国人看護師を対象に量的調

査を実施することとした。特に本研究では、日本

で働く中国人看護師の今後の就労意思を把握し、

日本で働く中国人看護師に対する適切なサポー

ト体制を検討するための示唆を得るために、日本

での看護経験年数の違いから、中国人看護師の今

後の就労意思及び職務上の困難の特徴を明らか

にすることを目的とした。 
 

 

Ⅱ．．研研究究方方法法 
1．．用用語語のの定定義義 
看護経験年数：日本で正看護師または准看護

師としての勤務年数を指す。 
2．．研研究究参参加加者者のの選選定定基基準準 
【選択基準】日本の看護師免許を取得し、日

本の病院で正看護師または准看護師として勤務

している中国人看護師。 
【除外基準】日本の看護師免許を持つが、日

本の病院に勤務していない中国人看護師。 
3．．デデーータタ収収集集方方法法 
1）新聞記事や病院の広報、採用ブログ、関連書
籍、公開情報などを基に中国人看護師を採用する

58 の病院を特定した。病院の看護部長宛に紙媒
体の質問紙と研究内容説明文を送付し、該当看護

師へ配布してもらうよう依頼した。アンケートの

回答は、紙媒体を郵送で返信するか、URLあるい
は QR コードからオンライン上での回答するか、
どちらかを選んでもらった。 
2）中国人看護師が集まる WeChat グループに調
査趣旨の説明文を配信し、アンケート調査のURL
を送信し、オンラインで回答を依頼した。アンケ

ート協力者には、謝礼として 300円分のクオカー
ドを進呈した。 
4．．デデーータタ収収集集期期間間 

2021年 6月 7日～7月 31日 
5．．調調査査内内容容 
1））基基本本属属性性 
性別、年齢、最終学歴、同居者、看護基礎教育

を修了した国名、日本語能力試験のレベル N1の
合格状況、日本および中国での看護経験年数、現

部署経験年数、勤務体制、職位、雇用形態、勤務

資格、勤務病院の病床数、給料の満足度。 
2））今今後後のの就就労労意意思思及及びび職職務務上上のの困困難難にに関関すするる研研
究究者者独独自自にに作作成成ししたた 12項項目目 
今後の就労意思に関する 4項目、日本の臨床現

場で経験している困難に関する 4項目、キャリア
アップの意識および職場での経験に関する 4 項
目で構成されており、回答はリッカートスケール

（1 そう思わない、2 ややそう思わない、3 どち
らとも言えない、4 ややそう思う、5 そう思う）
を用いて収集した。本研究で使用した 12項目は、
外国人看護師に関する先行研究 11,16)を参考に、著

者が独自に作成した。なお、否定的内容を含む項

目については、内部一貫性を確認するために 
Cronbach’s α を算出する際のみ、得点方向の統一
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を目的として逆転処理を行った。本研究は、尺度

開発を目的とするものではないが、「今後の就労

意思」について内部一貫性を確認するため 
Cronbach’s α を算出した結果、0.53であった。一
方、「日本の臨床現場で経験している困難」（4
項目）および「キャリアアップの意識および職場

での経験」（4項目）は単一の概念を測定する構
成ではないと判断し、Cronbach’s α は算出しなか
った。 
6．．分分析析方方法法 
対象者の属性に関して記述統計を行った後、看

護経験年数による今後の就労意思および職務上

の困難の特徴を捉えるため、経験年数を 8 群（1
年未満、1～2年未満、2～3年未満、3～4年未満、
4～5 年未満、5～6 年未満、6～7 年未満、7年以
上）に分けて比較した。さらに、先行研究 15）に

おいては、看護経験が 3年以上の中国人看護師で
は、実践能力が向上することが示唆されている。

そこで、本研究においても、対象者を看護経験 3
年未満群と 3年以上群の 2群に区分した。各設問
の回答については、「そう思う」および「ややそ

う思う」と回答した者を「そう思う群」、「そう

思わない」「ややそう思わない」「どちらとも言

えない」と回答した者を「そう思わない群」とし

て分類した。就労意思および職務上の困難に関す

る各項目について、両群間の差異を明らかにする

ため、カイ二乗検定および Fisher の正確確率検
定を用いて分析を行った。分析ソフトは JMP 
Pro17.2.0 を使用した。有意水準は p<.05 とした。 
7．．倫倫理理的的配配慮慮 
研究対象者に研究協力書を配布し、調査の概要、

匿名性の確保、プライバシーの保護を説明した。

また、研究への参加は、参加者の自由意思であり、

途中辞退することも可能であり、研究協力を拒否

することで不利益は受けないこと、研究結果の公

表方法などについて説明した。質問紙に同意欄を

設け、本研究への参加意思について同意を得るこ

ととした。なお、本研究は、大阪大学医学部附属

病院の倫理審査委員会の承認を得て実施をした

（承認番号 20586－2）。 
 
Ⅲ．．結結果果  
アンケート調査は、紙媒体で 29 人、オンライ

ンで 407人、合計 436人の回答を得た。しかし、
オンラインでの回答では記載漏れが多く、重複も

確認された。最終的に、回答漏れが 8％以下の回

答を分析対象として扱った。欠損率 5〜10％以内
は、分析可能な範囲と認められると報告がある 17）。

欠損が回答バイアスをもたらす可能性を考慮し、

この範囲内での許容とした。合計有効回答数は

199であった。 
1．．参参加加者者のの属属性性 
女性が 184 人（92.5％）、平均年齢は 28.3歳、

中国で看護基礎教育を受けたものは 194 人
（97.5％）、日本での看護勤務年数の平均は 3.9年
であった（表１）。 
2．．日日本本ででのの看看護護経経験験年年数数のの違違いいにによよるる、、今今後後のの
就就労労意意思思のの特特徴徴 
今後も日本で看護師として働き続けたいかに

ついて、1年未満では 7割以上が「そう思う」と
回答したが、2年以上 3年未満では 3割に急減し
た。「日本で看護師として働きたいが転職を考え

ているか」について、1年未満では 5割が「そう
思う」と回答し、1年以上 2年未満では 8割弱ま
で急増した。「早く看護師を辞めたいと思ってい

るか」については、2年以上 3年未満で 4割以上
と最も高かった。「中国に戻って仕事をしたいか」

について、1年未満では 4割弱が「そう思う」と
回答し、3年以上 4年未満では 6割以上に達した
（図１）。 
「今後も日本で看護師として働き続けたい」と

考える割合は、日本での看護師経験が 3年未満の
看護師の方が、3年以上の看護師よりも有意に低
かった。一方、「中国に戻って仕事をしたい」と

考える割合は、3年未満の看護師の方が有意に高
かった（表 2）。 
3．．職職務務上上のの困困難難にに関関ししてて 
1））日日本本ででのの看看護護経経験験年年数数のの違違いいにによよるる、、臨臨床床現現
場場でで経経験験ししてていいるる困困難難のの特特徴徴 
患者・家族とのコミュニケーションの困難につい

て、看護経験 1年未満の看護師の約 8割が「困難
だと思う」と回答したが、経験年数が長いほど割

合は減少していた。看護記録を書く困難さについ

て、1年未満では約 9割が「困難」と回答したが、
1年以上 2年未満では約 5割に急減した。日本文
化の理解に関する困難について、1 年未満から 4
年未満では 6～7 割が「困難を感じた」と回答し
たが、4 年以上 5 年未満では 3 割弱に急減した。
看護について学ぶ機会の有無について、1年未満
では 2割弱が「学ぶ機会が得られない」と回答し
たが、1年以上 2年未満では 6割弱まで急増した
（図 2）。 
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－研究報告－ 

 

表 1．参加者の属性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

属性  平均 (標準偏差) 範囲 

 年齢 28.3(4.4) 22-65 

 日本での看護経験年数(n=194) 3.9(3.6) 0-40 

 現部署経験年数(n=183) 2.4(1.9) 0-8 

 
 

ｎ % 

性別 女性 184 92.5 

 男性 13 6.5 

 答えたくない 2 1.0 

学歴 短期大学 59 29.7 

 大学以上 138 69.3 

 無回答 2 1.0 

同居者（多数選択） 一人暮らし 131 65.8 

 配偶者・パートナー 60 30.2 

 子供 33 16.6 

看護基礎教育を修了した

国名 

中国 194 97.5 

日本 3 1.5 

 未回答 2 1.0 

日本語能力試験 N1 合格 197 99.0 

 未受験 1 0.5 

 未回答 1 0.5 

 

 

 

 

  

 

    

中国での看護経験 有 38 19.1 

 無 156 78.4 

 無回答 5 2.5 

雇用形態 常勤 193 97.0 

 非常勤 6 3.0 

勤務体制 交代制 172 86.4 

 日勤のみ 25 12.6 

 無回答 2 1.0 

職位 スタッフ 196 98.5 

 看護主任・副師長 1 0.5 

 看護副部長 1 0.5 

 無回答 1 0.5 

勤務資格 正看護師 184 92.5 

 准看護師 15 7.5 

病床数 <400 床 146 73.4 

 ≥ 400 床 47 23.6 

 無回答 6 3.0 
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表 2．今後の就労意思に関して、日本での看護経験年数 3年未満と 3年以上の比較（n=185） 

質問項目 看護経験年数 そう思

う 

そう思わ

ない 

カイ二乗検定 Fisher の正確

検定 p値 

今後も日本で看護師と

して働き続けたい 

3年未満 28 37 X² = 4.87 0.031 

3年以上 72 48 p値値 0.027  

日本で看護師として働

きたいが転職を考えて

いる 

3年未満 37 28 X² = 1.78 0.22 

3年以上 56 64 p値 0.18  

早く看護師を辞めたい

と思っている 

3年未満 24 41 X² = 2.07 0.18 

3年以上 32 88 p値 0.15  

中国に戻って仕事をし

たい 

3年未満 31 34 X² = 4.87 0.031 

3年以上 36 84 p値値 0.027  

 

表 3．職務上の困難に関して、日本での看護経験年数 3年未満と 3年以上の比較（n=185） 

質問項目 看護経験年数 そう思

う 

そう思わ

ない 

カイ二乗検定 Fisher の正確

検定 p値 

患者・家族とのコミュ

ニケーションは困難だ

と思う 

3年未満 41 24 X² = 23.39 ＜＜0.0001 

3年以上 32 88 p値値＜＜0.0001  

看護記録を書くことは

困難だと思う 

3年未満 43 22 X² = 20.56 ＜＜0.0001 

3年以上 38 82 p値値 0.027  

看護を行う中で日本の

文化が理解できずに困

ったことがある 

3年未満 44 21 X² = 12.37 0.0007 

3年以上 49 71 p値値 0.0004  

看護について勉強する

機会が得られない 

3年未満 22 43 X² = 2.32 0.16 

3年以上 28 92 p値 0.13  

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1．参加者の属性の続き    

給料の満足度 満足 95 47.7 

 不満足 104 52.3 
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表 4．キャリアアップ意識と職場での経験に関して、日本での看護経験年数 3年未満と 3年以上の比較

（n=185） 

質問項目 看護経験年数 そう思

う 

そう思わ

ない 

カイ二乗検定 Fisher の正確

検定 p値 

看護師としてキャリア

ップしたい 

3年未満 46 19 X² = 2.38 0.14 

3年以上 97 23 p値 0.12  

悩みが相談できる日本

人看護師の同僚がいる 

3年未満 31 34 X² = 5.72 0.019 

3年以上 79 41 p値値 0.017  

中国人であることを理

由に職場で差別を受け

たことがある 

3年未満 22 43 X² = 0.68 0.43 

3年以上 48 72 p値 0.41  

中国人であることを理

由に患者から拒否され

たことがある 

3年未満 21 44 X² = 0.47 0.50 

3年以上 33 87 p値 0.49  
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患者・家族とのコミュニケーションの困難さ、

看護記録を書く困難さ、看護実践における日本文

化理解の困難さと日本での看護経験年数との関

連について検討した結果、3年未満の中国人看護
師が、「そう思う」と回答した割合は、3年以上の 

 
看護師に比べて有意に高かった（表 3）。 
2））日日本本ででのの看看護護経経験験年年数数のの違違いいにによよるる、、キキャャリリ
アアアアッッププのの意意識識おおよよびび職職場場経経験験のの特特徴徴 
キャリアアップへの意欲について、1年未満の

看護師の約 9割が「キャリアアップしたい」と回
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答した。悩みを相談できる日本人看護師の同僚の

有無について、1年未満では 4割弱が「いる」と
回答し、経験年数が長いほど、割合が増加してい

た。職場で中国人であることによる差別経験につ

いて、1年未満では約 3割が「差別を受けたこと
がある」と回答し、看護経験年数を問わず、2割
〜5割が差別を経験したと回答した。患者からの
拒否経験について、1年未満では約 1割が「拒否
されたことがある」と回答し、1年以上 2年未満
では 4割を示した（図 3）。 
看護経験年数と悩みが相談できる日本人看護

師の同僚がいるとの関連について検討した結果、

3年未満の中国人看護師がそう思うと回答した割
合は、3年以上の看護師に比べて有意に低かった
（表 4）。 

 
Ⅳ．．考考察察 
本研究の目的は、日本での看護経験年数の違い

により、中国人看護師の今後の就労意思および職

務上の困難の特徴を明らかにすることである。今

回の結果から、日本での看護経験 2年以上 4年未
満では、中国人看護師の就労意思が大きく変化す

る時期であり、勤務年数が長くなるほど職場での

困難は減少する傾向がみられた。 
1．．今今後後のの就就労労意意思思にに関関ししてて 
結果から、日本での看護経験 2年以上 4年未満

は、中国人看護師の就労意思が大きく変化する

“分岐点”である可能性があると考えられる。この
所見は、日本の若年看護師において離職・離職意

向が入職後1〜3年に集中するという先行研究 18）

と一定の整合性を有する。一方、中国国内の看護

師を対象とした研究では、新卒や経験年数の少な

い層（特に 1〜2 年未満）の看護師の離職意向が
高いという傾向が報告されているが、経験年数と

離職意向に明確なピークは認められなかった 19-

22）。本研究で観察された傾向は、日本の職場環境

や社会文化的要因などが複合的に影響した可能

性があると考えられる。また、経験年数がさらに

長くなると、日本で働き続けたいと考える人の割

合は、再び増加を示していた。この傾向は、看護

経験年数 2～4 年の段階で、転職や帰国を実行し
た人が多く、職場に残った看護師は、いわゆる“サ
バイバー”であり、強い就労意志を有していると
推測される。もう一つの解釈としては、日本での

看護師経験が 2 年以上 4 年未満の段階において
は、転職や帰国を検討していた可能性があるが、

勤務を継続する中で、日本の臨床現場に適応し、

次第に働き続けたいという意識が高まったこと

が考えられる。したがって、この時期にある中国

人看護師に対しては、臨床現場での適応を支援す

るためのサポート、例えば、文化的背景を考慮し

た職場内コミュニケーションの促進、キャリア形

成に関する相談機会の提供など、実践的かつ継続

的な支援体制を整備することが重要であるとい

える。こうした支援は、彼らの日本の医療現場に

おける継続的就労意思の促進につながると考え

られる。 
2．．職職務務上上のの困困難難にに関関ししてて 
1））日日本本のの臨臨床床現現場場ででのの困困難難 
日本の臨床現場において、中国人看護師が感じ

る困難は、経験年数が長くなるほど減少する傾向

がみられた。これは、経験の積み重ねにより、困

難を少しずつ乗り越えてきた結果と考えられる。

一方で、「看護について学ぶ機会が得られない」

と感じている割合は、勤務 1年未満では 2割弱だ
ったのに対し、1年以上 2年未満では約 6割に達
した。先行研究では、卒後 2年目看護師の育成に
おいて、「新人看護師の時に経験や修得できなか

った臨床実践能力を、継続して修得するための教

育体制が不十分である」と回答した者は 61 人
（64.2％）であった 23）。これらの結果は、1年目
終了後の看護師に対する継続的な教育支援の必

要性を示唆している。先行研究 11）によると、勤

務経験が 1年以上の中国人看護師は、1年未満の
看護師に比べて、日本語でのコミュニケーション

困難が著しく改善されていると報告されている。

このことから、臨床経験を通じて、日本語能力が

向上していると考えられ、この時期に適切な支援

を行うことで、さらなる実践力の向上が期待でき

る。今回の結果を踏まえると、日本での看護経験

が 1 年以上 2 年未満の中国人看護師においては、
学習ニーズが十分に満たされていない可能性が

あり、継続的な教育支援の整備が求められるとい

える。2 年目という時期を想定して、看護記録、
日本の看護文化、日本スタイルのコミュニケーシ

ョンについて教育・研修を実施することが望まし

いと考える。 
2））キキャャリリアアアアッッププのの意意識識とと職職場場経経験験 
「看護師としてキャリアアップしたい」と回答

した割合は、経験年数によって一定の変動が見ら

れたものの、全体として 6割以上が肯定的に回答
しており、キャリア発展に対する関心の高さが示
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された。この結果は、森の調査結果 10）と一致し

ていた。このことは、日本で働く中国人看護師が、

自身の職業的成長や専門性向上に前向きな意識

を持っていることを示唆していると考える。 
悩みが相談できる日本人看護師の同僚の有無

からは、経験年数が長いほど、相談できる同僚が

いると感じる中国人看護師の割合は増加してい

た。これらは、中国人看護師が日本での滞在年数

が長いほど、日本文化や日本の対人関係について

学び、同僚との関係形成がよりスムーズにできた

のではないかと推測される。一方で、日本での看

護経験年数が少ない中国人看護師は、同僚との関

係形成に困難を感じる人が多かった。こうした結

果より、日本での勤務年数が浅い看護師を対象に、

同僚との関係作りの場の提供や日本の対人関係

文化を伝えることは、中国人看護師が同僚との関

係形成を促進する機会となる可能性があると考

える。 
職場で差別を受けたことがあると思う、患者か

ら拒否されたことがあると思う人は、経験年数の

違いによる大きな変化はなかった。この結果から、

経験年数 3 年未満と 3 年以上での差はないもの
の、日本で働く中国人看護師が職場から差別を感

じたのではないかと考える。外国人看護師を対象

とした研究 24）では、職場差別が離職意向の増大

に関係することが報告されている。これらのこと

から、職場差別を解決することは現場における課

題であると考える。その問題解決には、病院にお

けるダイバーシティの職場環境整備が重要であ

ると考える。 
3．．本本研研究究のの限限界界 
 本研究では、対象を病院で働く中国人看護師に

限定したため、病院以外の医療施設で働く中国人

看護師の実態を把握していない。また、看護年数

の違いによる、日本の病院で働く中国人看護師の

今後の就労意思と職務上の困難に関する実態を

明らかにしたものの、縦断的な研究ではなく、横

断的な研究であることに限界があると考えられ

る。看護記録の困難に関しては、研究参加者の所

属病院のカルテが手書きカルテなのか電子カル

テなのかを調査していない。 
Ⅴ．．結結語語 
日本の病院で働く中国人看護師の今後の就労

意思に関して、日本での看護経験年数 2年以上 4
年未満は、中国人看護師の就労意思が大きく変化

する“分岐点”である可能性があると考えられる。

病院で経験した困難に関しては、勤務経験が長い

ほど減少していた。一方で、経験年数に関わらず、

多くの中国人看護師がキャリアアップを望むも

のの、職場で差別を感じている看護師も存在した。

これらのことから、日本での看護経験が浅い看護

師は、多数の困難を経験し、特に、看護記録、日

本の看護文化、患者・家族とのコミュニケーショ

ン方法、同僚との関係形成方法についての教育・

支援をする必要があると考える。こうした差別を

軽減するには、病院のダイバーシティの職場環境

を整えることが大切であると考える。 
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研研  究究  報報  告告 

  看護学生のボディイメージと学生生活が美容整形への態度に与える影響 

末光琴乃・楊 玉春・清水安子･････････････････････････････････････････････････ 

 

    日本の病院で働く中国人看護師の今後の就労意思と職務上の困難に関する実態調査―日本での看

護経験年数別の比較― 

              楊 玉春・畠中香織・髙橋 慧・清水安子･･･････････････････････････････････････ 

 

    統合失調症の母親を持つ子に生じる内なる偏見：ライフストーリー研究を用いて 

        趙 聖櫻・蔭山正子････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

    化学療法誘発性末梢神経障害をもつがん患者の生活再構築に向けた知識共有システム実用化のた

めの検討（第1報）：ユーザビリティ調査 

              山岸美紀・山本瀬奈・青木美和・田墨惠子・來村徳信・溝口理一郎・荒尾晴惠････････ 
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